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東南ア ジア冬期季節風 の大気海洋結合モ デル MIROC 　4 にお ける再現性
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1．背景

　東南 ア ジ ア域 で は冬期に 季節風 として の 北東風

が 卓越す る，こ の季節風 は 10 日程度の 時間ス ケー

ル で 変動 し
， その 強ま りは コ ール ドサ

ージ （CS）と

して 知 られ て い る，CS は
，
イ ン ドシ ナ半島で は 対

流圏下層 を冷却 し静的安定度 を高め る，一方で
，

マ

レー半島や イ ン ドネ シ ア 海大 陸で 対 流活動を活発

化 させ る こ とが 知 られて い る，

　本研究 で は
，

大 気海洋結合モ デ ル MIROC 　 4

の 20 世紀再現実験 に お け る東南 ア ジア 冬期 モ ン

ス
ー

ン にお け る風速場の 再現性 を
， 再解析デ

ー
タ

JRA25 ／JCDAS との 比較に よ り調 ぺ た ． こ れ は
，

冬期の東南ア ジ ア の 気象に重要な役割を果たす CS

の再現陸を知るうえで の 第
一
段階に位置づ ける解析

で ある．大気モ デル の水平解像度は T213 （約 0．6°

）
で ある．した が っ て ， 東南 アジア域の複雑な海陸分

布 ・地形を反映 した現実的な結果を再現 して い る と

期待さ れ る．

2．デ
ー

タ と手法

　MIROC 　4 の 20 世紀再現実験 データ （20C3M

データ），
お よび再解析データ JRA25 ／JCDAS （水

平解像度 1．25°

； 以下 ， 再解析データ と呼ぶ ）を用

い た，本研究で は 各年の 11 月 15 日か らの 90 日

間を冬期 と定義す る． 20C3M データに つ い て は

1978〜2007 年の 29年間の冬期 ， 再解析 データに っ

い て は 1979〜2010 年の 31年間の 冬期に つ い て 統

計量を計算 した．

3．結果

　冬期 の 気候値 850hPa 風速場 を図 1 に示す．

20C3M データ は
， 再解析データ に お ける風速 の 地

理 的分布を よ く再現 して い る ．具体的に は
， 南 シ ナ

海北部 とその周辺の北東風領域 と， 同南部で北風か

ら北西風 へ と遷移する領域が よ く再現 されて い る．

これ らは
， 東南アジア冬期モ ン ス ー

ン の核心 とも言

え る主要風系で ある．こ の 風系の 周囲で は，北半球

イ ン ド洋側の東風領域
，
南半球側の 西風領域が よ く

再現 さ れ て い る．しか し，フ ィ リ ピ ン 周辺の北風成

分の 再現性は弱 い ．また，南 シ ナ海上の 北東季節風

は
， 再解析デ ータ に比 べ て

，
そ の 風速が 小 さ い ．こ
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図 1 ： （a）20C3M デ
ー

タおよび （b）再解析データに よ

る 11 月 15 日以降 90 日間 （冬期）の 風速場 の 気候値

（ヴェ ク トル ）と，南北風 の 標準偏差 （陰影〉

れ とは対照的に ，南半球や北半球温帯の帯状風成分

に つ い て は
，
20C3M データは再解析デー

タ に比 べ

て 強 い ．また
， 再解析 データが 示 した華南西部お

よび ミャ ン マ ー付近の 南風領域の 再現 は
，
20C3M

デー
タで は弱 い ．

　解析期間の 6 時間間隔の 全 データ に対する標準

偏差 を計算し
，
風速場 と合わせ て 水平マ ッ プ （図 1）

に示 した （南北風成分の み）、こ れ による と
，
ほぼ全

域 で 20C3M データ は再解析 データ に 比べ て 値が

大 き い ．した が っ て
，
20C3M データは風速の 半 日

周期以上 の 変動 を大 き く再現 して い る と言え る．

4．ま とめ

　MIROC 　4 の 20 世紀再現実験は
， 東南 アジァ域

に お け る冬期季節風の 地理 的分布を大局 的には よ

く再現 した，しか し
，
地 形分布の細か い フ ィ リピ ン

周辺や チ ベ ッ ト高原南東麓で の 再現性はよ くなか っ

た ．また
， 風速の 変動は再解析 データよ りも過大に

現れた，今後は こ れ らの初期的解析に加え て
， 風速

の 周期 陸と寒気輸送 の 二 つ の面 に っ い て 解析を行

い
，
CS の 再現性を調 べ る予定で あ る ．

鍵

　本研究 は
， 文部科学省 21 世紀気候変動予測革新

プ ロ グラ ム の 支援の も とで 行 われた ．
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